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調 査 日 的

青森県の八戸沖は､ホッキガイの好漁場として知られ県の重要貝類増殖事業の一環として､移殖放流

事業､漁場調査を行なってきた｡本年度も6月に漁場調査を実施した｡なお､本年度は八戸市より第 2

工業港北部外側水域で発生したホッキガイ-い死の原因究明の依頼があり､これも含めてホッキガイ資

源の実態を検討した｡今回の-い死現象は､ 5月 19日から23日に第 2工業港北部外側水域に設置した

刺網に大量のホッキガイの死殻がかかったものである｡また､その後 6月 16日及び 17日にも同水域で

各10個の死殻がかかった｡

調 査 場 所

八戸第 2工業港及びその周辺 (第 1図)

那

●桁網調査

△潜水調査
⊂コ 50年､ 52年度放流区域 ; :53年度放流予定区域
()水深

第 1図 調 査 場 所
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調査事項及び期 日

1.潜水調査 昭和 53年 6月9日

2. 桁網調査 昭和 53年 6月 28日及び29日

調 査 方 法

1. 潜 水 調 査

2名の潜水士により第 1図に示す 9地点において潜水し､ホッキガイ死殻の採揃を試みた｡また､

lmX1mの枠内の底生動物を全て採捕した｡また､ポリビンを用いて底質を採取した｡

2. 桁 網 調 査

2隻の調査船により第 1図に示す30地点においてホッキガイ桁網を障害のない限り1007〝曳網した｡

一人 桁網の幅は130cm､網の目合は5･4- 7･0cm､爪間隔は 6･0- 6･5cmであった0人網生物については

全て計数し､その中よりホッキガイ生貝50個体を無作為に抽出し､殻長及び重量を測定した｡

調 査 結 果

1. 潜 水 調 査

ホッキガイは生貝､死殻ともに10分から15分間の調査では全く採捕されなかった｡枠内の底生動

物は第 2工業港外側水域 (以下港外とする)でハスノハカシパンが多く採捕された外は､エゾバカガ

イ､エゾソデガイ､ツメタガイが各 1個採捕されたのみである｡底質採取及び分析については､八戸市

水産課及び公害対策課の協力を得た｡

第 1表 ホッキガイ漁場の底質分析 (八戸市公害対策課資料)

調 査 点 外 観 臭 気 PH ･水 分 強 熱減 量(%) COD 全硫化物 Cu Zn Pb Cd As T-Hg(%) (～/9) (V/9) (FI) (p)

(FI) (I) (I) (I)2 上 層(表層) 砂 状 無 臭 8.5 18.9 2.0 1.0 0.0

06 5.3 39.9 4.9 (0.1 10.5 0.02下 層(表層下20m[) 砂 状 無 臭 8.5 12.8

1.3 0,2 0.002 4.7 37.9 4.6 (0.1 9.1 0.014 上 砂 状
無 臭 8.2 12.2 1.5 1.1 0.004 5.1 41.2 4.1 (0.1 12.0

0.01下 砂 状 無 臭 8.8 10.3 1.5 0.9 0.005 4.6 47.8 4.1

(0.1 12.7 0.026 上 砂 泥 H2S臭 8.3 19.4 2.7 4.7 0.
01 6.5 72.9 5.8 (0,1 ll.0 0.03下 荒 砂 無 臭 8.6 12.3

1.9 2.0 0.006 52 62.6 5.3 (0.1 8.1 0.2817 上 微 砂
無 臭 8.6 ll.5 1.4 1.1 0.005 4.7 47.6 5.1 (0.1 9.8 0.

03下 微 砂 無 臭 8.7 10.5 1.7 1.1 0.004 5.1 52.4 5.4

(0.1 9.5 0.0319 上 微 砂 無 臭 8.8 7.7 1.7. 1_3 0.004 5
.6 53.9 5.6 (0.1 10.0 0.ll下 微 砂 無 臭 8.8 10.4 2.1

1.7 0.006 58 53.6 6.3 (0.1 13.0 0.0223 上 微 砂 無 臭 8.7 10.
4 1.6 1.6 0.004 4.7 41.3 5.2 (0.1 10.9 0.03下 砂 状 無 臭 8.

6 22.4 2.1 1.4 0.006 5.0 40.9 5.5 (0.1 ll.7 0.0238 上
泥状(灰) 下水臭 7.7 50.6 13.8 27.9 0.39 26.3 94.3 25.7 0.32 15.6

0.15下 泥状(黒) 下水臭 7.8 50



○ ホッキガイ

100m2当たりの生息密度分布を第 2図に示した｡ st.22の 1,145個が最 も大 きく､ st.2･8 ･9

14･27では0であった.また 100m2当たりの死殻の密度分布は第 3図に示し､ st.22で最 も大きく

80個であった｡生貝の比率を第 4図に示した｡

測定個体 768個のうち殻長については､最大 97mm､最小 42mm､重量については最大 265g､最小

149であった｡平均殻長の分布を第 5図に示した｡ st.3の 89mnTが最 も大きく､st.6及びst.40の63

mTが最も小さかった｡各地点の殻長組成は図 6に示した｡

第 2図 生息密度分布 (個/

100m2)第 4図 生貝の比率 (%) 第 3図

死



第 2表 -曳網当たりの主な底生動物採捕状況他

地区 調査点 水潔 曳 ホ ツ キ ガ イ サ エ ど マ

ホ ツ ノ＼ オ網 ゾ ノ

タ メ スノ カメブンブ面積 生 貝(破損 ) 死殻 フガ ノヾカガ

スガ フーガ チガ タガ ノヽカシノヾ

(7M) (m2) イ イ イ イ イ

イ ン ク港外 2 14.5 130 0 8

8 8 3763 ll.5 130 23( 8) 6 6 1 4 125 5

4 9.0 130 78( 45) 6 12

6 3725 8.5 130 54( 28) 20 10 1 2

166 7.0 130 20( 8) 20 4

8 12.0 130 0 0 8

1 7 69 10.5 130 0 0 1

8 1 1 20 2010 10.0 130 69( 36) 21 6 3

6 405 3ll 7.5 130 112( 58) 10 6

4 2 2 42212 7.0 130

52( 22) 10 50 18813

5.0 130 14( 1) 2 8514 12.5 130 0 27 21 1 6 2

2115 ll.0 130 70(36) 13 45 9

1 ll 67 116 10.0 130

93( 34) 19 28 2 28517 8.0 130 19( 10) 16 104

2 82420 12.0 130 115( 64) 13 15 58 1 3 108 6

21 10.0 130 114( 60) 24 6 1 3 5222 10.0 130 1,488( 928) 104 8

6423 8.0 130 166( 76) 6 16 2 60

24 12.0 130 138( 58) 46 2 20

2 10 425 8.0 130 268( 68) 12 2 4河原木地区′ヽ 2

7 13.



ヒトヽ一一や7~ シロナマ ホ ツ キ ガ イ生 貝 死 顔 生貝の比率採捕平均殻長 平 均 重量 す れ 率
個数平均 殻長類 コ 100nf(市nt) (9) (鶴) 100〝♂(mnr) (%)

0 6.2 0 89.01 17.7

89(81-96) 158 4.6 63(52-69) 79.3

60.0 82(76-87) 137 4.6 77(65-85)

92,92 41.5 73(63-81) 97 15.4 71(65--79)

73.015.4 63(55-71) 58 15.4 5

0.000

51.3 87(81-93) 167 16.1 64(48-8

7) 76.72 2 86.2 77(69-88) 119 7.7 72(63-

86) 91.840.0 73(53-91) 103 7.7 7

2(65-81) 83.910.8 66(57-82) 74

1.5 73(63-81) 87.52 0

8 1 53.8 87(71-97) 161 10.0 60(51.-

80) 84.371.5 80(70-90) 127 14.6

77(55--84) 83.014.6 73(60-78) 93 12

.3 78(66-94) 54.36 2 88.5 84(79-89) 147

10.0 66(42-84) 89.85 87.7 78(59-90)

113 18.5 65(43-87) 82.61,144.6 76(63-86) 105 71.4 80.0 76(67-86)

93.52 2 127.7 73(59-95) 99 48.9 4.6 69(68--70) 9

6.54 2 106.1 83(77-93) 149

0 35.4 73(56-87) 75.02 206.2 76(62

-88) 108 34.0 9.2 70(55--75) 95.71 4.6 72

(54-98) 77 1.5 75.0 94.70 0.7 02 126.7 77(64-94) 116

8.8 61(54--69) 93.42 2 75.4 76(63-89) 106
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こj456789第 6図 殻 長 組 成ホッキガイ生貝及び死殻の

分布の概況○港 外ホッキガイは第 1図に示す区域にわいて､昭和50年度及び52年度に各々､約1

1万個 (約90個/100m2)約14万個 (約 110個/ 100m2) を放流している｡ それらの貝の年令は現

在満 4年及び5年と推察され､今回の調査で採捕された貝の年令と一致する｡ホッキガイの生息について

は､沖合の st.2･8･9･14では確認されず､より北防波堤側に限られ､その生息密度も北防波堤

に近づくほど高い｡特にst.22では100〝ヂ当たり1,145個と放流地点を含む他の地点の

密度よりも圧倒的に高い値となっている｡また､死殻の密度についてもこの地点で最も高く80個であ

った｡そしてこの地点で採捕された生貝の71%は殻の表面がすれて白くなったもの (いわゆるすれ

貝)で､沖合ではほとんどみられない現象である｡波浪や潮流等の影響によって砂上に洗掘された貝

は地形的な条件により､この地点に集められていたのかも知れない｡平均殻長については､逆に北防波堤付近

よりも沖合にむかうほど大きく､平均殻長と生息密度の分布は反比例の関係がみられた｡ただしst.6及びst.13に関しては､平均

殻長､生息密

度ともに小さかった｡生貝の比率は全体で89.0%であり､過去に比較する資料がないが決して悪

い数値ではないと思われる｡○河原木地区生息密度は北側の東防波堤付近では非常に低く､逆に南側では高い値を示した｡



昨年11月の調査による98.4%ともあわせ､特に南側は高い地区である｡

〇八太郎地区

生息密度は100m2当たり33個から135個で､今回の調査では中位である｡ 殻長組成は2つの山に分

かれ､この地区が幼椎貝と大型貝の分布区であることを示している｡特に幼椎貝の生息はst.40及び

st.44といった岸壁近くにみられた｡生貝の比率は68.9%で小田切他 (1977)の調査による83.9%を

大きく下まわった｡

環境条件の概況

○底 質

底質については､ st.38でCOD及び全硫化物量が水産環境水質基準値を上まわっているが､底生

動物の生息を阻害するほどには至っていないと思われる｡

○水 質

水質については､八戸市の昭和 52年 11月の資料を引用すると､ st.5 ･6 ･ 12･ 13でCOD値が

異常に高い値 (21- 39ppm)を示しているが､今回の調査では底生動物の生息を阻害するには至って

いないと思われ､一時的なものであろう｡

ホッキガイへい死原因の考察

5月下旬に刺網にホッキガイの死殻が大量にかかった地点は､今回の調査ではst.17･19･22･23

に相当する｡その中でもst.22は特異な地点であり､その特徴は､⑦ホッキガイ生貝の生息密度が非

常に高い (放流区域よりも高い)0④死殻が多い｡(9すれ貝の比率が高い｡等の点があげられる｡ こ

れらの点や地形から想像して､この地点は波浪や潮流等によって砂上に洗掘されたホッキガイや死殻

が集まりやすい場所ではないかと思われる (寄りポッキ現象)｡ 底質については特にホッキガイの生

息を阻害する要因はみられなかったが､水質については過去において三菱製紙前の地点で､COD値

が異常に高い値となっている資料もあることから三菱製紙からの排水については､今後も調査を継続

して行なう必要があろう｡しかし､刺網の設置場所周辺はすれ貝が多いことや､生貝の比率が高いこ

と､また潜水調査の際に死殻が全く採捕されなかったことから考え､今回の刺網にホッキガイの死殻

がかかった現象は波浪や潮流等によって砂上に洗掘され､当該水域に寄せられた貝によるものである

と考えるのが最も妥当であろう｡

ホッキガイ資源の概況

調査区域古こ転けるホッキガイ資源の概況を第 3表に示した.なお､桁網効率は1000/oとし､推定され

る最低の生息量を示した｡それによると港外､河原木地区､八太郎地区の各生息個体数及び重量は

559万個-720t､ 85万個-82t､ 33万個-32tであった｡調査区域の面積は各々500ha､ 110

ha､40haである.昨年と同じく八太郎地区から港外への移殖放流を考える場合､この地区のホッキガ

イの生息量は30万個を上まわると思われたが､今回の調査でのホッキガイ桁網による貝殻の破損率が

49.8%であることを考慮すれば､移殖可能なホッキガイの数量はその半分位であろう｡採捕の技術を

検討する必要があろう｡
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第 3表 調査区域におけるホッキガイ資源の概況 (桁網効率 100% )

① 個体数による推定

区分 室 ラ 面 積X 100m2 生 息 量 (個

数)港外 10 14,500 145,000

559万個35 10,60

0 371,00075 13,4

00 1,005,000150

5,200 780,000350 3,300 1,155,000

750 2,700 2,025,

0001,072 100 107,000河

原塞 10 1,300 13,000 85万個35

2,700 95,00075 4,200 315,00

0150 2,700 405,000203

100 20,000′＼

太那 41 900 3
7,000 33万

個75 2,500 188,000118 900 106,000 (参 重量による推定区分

平均重量(kg)100m2面 積×100d 生 息 量 (i

)港外 0.5 10,3

00 5.2 720i

3 15,300 45

.97.5 13,100 98.3

30 10,900 3

27.075 3,100

232.5110 10

0 ll.0河原木 0.5 1,40
0 0.7 82i3 2,700 8.17.5 4,700 35.

312.3 3,100 38.1八太那 4.6 1,300 6.0 32i

7.5 1,400 10.510.9 1,400 15.3調査後 の移

殖放流状況今回の調査結果をもとに､ 53年 11月20日より12月 15日まで､のべ 99隻の動力

船により特別採捕許可による桁網操業が八太郎地区及び河原木地区で行なわれ､約10tのホッキガイが八戸




